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【第 217 回国会】令和７年５月 19 日（月）、第２回の委員会が開かれました。 

 

１ 理事の補欠選任 

 ・理事の補欠選任を行いました。 

理事 星野剛士君（自民）（理事工藤彰三君今 19 日委員辞任につきその補欠） 

 

２ ① 令和５年度一般会計原油価格・物価高騰対策及び賃上げ促進環境整備対応予備費使用総調書及び

各省各庁所管使用調書（承諾を求めるの件）（第 216 回国会、内閣提出） 

② 令和５年度一般会計予備費使用総調書及び各省各庁所管使用調書（承諾を求めるの件）（第 216 回

国会、内閣提出） 

③ 令和５年度特別会計予備費使用総調書及び各省各庁所管使用調書（承諾を求めるの件）（第 216 回

国会、内閣提出） 

④ 令和５年度特別会計予算総則第 21 条第１項の規定による経費増額総調書及び各省各庁所管経費

増額調書（承諾を求めるの件）（第 216 回国会、内閣提出） 

・加藤財務大臣、あべ文部科学大臣、福岡厚生労働大臣、林内閣官房長官、鰐淵厚生労働副大臣、笹

川農林水産副大臣、政府参考人及び原田会計検査院長に対し質疑を行い、質疑を終局しました。 

・各件について、中司宏君（維新）、志位和夫君（共産）及び河村たかし君（保守）が討論を行いまし

た。 

・①及び③について採決を行った結果、賛成多数をもって承諾を与えるべきものと決しました。 

（賛成－自民、国民、公明、参政 反対－立憲、維新、共産、保守、松原仁君（無）） 

・②について採決を行った結果、賛成多数をもって承諾を与えるべきものと決しました。 

（賛成－自民、国民、公明、共産、参政 反対－立憲、維新、保守、松原仁君（無）） 

・④について採決を行った結果、賛成多数をもって承諾を与えるべきものと決しました。 

（賛成－自民、立憲、国民、公明、共産、参政、松原仁君（無） 反対－維新、保守） 

（質疑者）柚木道義君（立憲）、白石洋一君（立憲）、谷田川元君（立憲）、中司宏君（維新）、臼木秀

剛君（国民）、志位和夫君（共産）、鈴木敦君（参政）、河村たかし君（保守） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

柚木道義君（立憲） 

 

（１） 物価高に苦しむ国民の感覚と乖離する江藤農林水産大臣の米を巡る発言について撤回及び謝罪させ

る必要性 

（２） 特別会計予備費や一般会計原油価格・物価高騰対策等予備費における多額の不用額を食料品の消費

減税やガソリン価格の直接的な引き下げに活用する必要性 

（３） 物価高対策として食料品のゼロ税率を含めた消費減税を検討する必要性 

（４） 年金制度改革に当たり就職氷河期世代の救済の観点から基礎年金を底上げする必要性 

（５） マイナ保険証の更新切れによる無保険状態を防ぐ観点から国民健康保険の被保険者全員に資格確認

書の送付を行う必要性 

 

白石洋一君（立憲） 

 

（１） 雇用対策 

   ア いわゆる企業城下町において、事業縮小等の理由により一度に大量の離職者が発生した場合に、

管轄のハローワークを労働局及び近隣のハローワークが支援する体制を整備する必要性 

   イ 人手不足解消のためにも、労働者の募集及び採用に当たり、原則として年齢制限が禁止されてい
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ることを事業主に徹底する必要性 

（２） 令和五年度予備費 

   ア 定額減税に対するいわゆる「はざま給付」 

    ａ 予備費を使用するのではなく、補正予算を編成して、国会の審議を求めることについての財務

大臣の見解 

    ｂ 国会での審議が必要な補正予算で措置することが、憲法第 83 条の財政民主主義に合致すること

についての財務大臣の見解 

   イ 特別会計予備費の使用額が少なく不用額が多額となっていることから、税率・保険料率の引下げ

や一般会計への返納を行う必要性 

（３） 会計検査院の決算検査報告等の概要説明を、委員会審議に資するよう分かりやすいものにすること

についての会計検査院長の見解 

（４） 国債利払い費の推移を見ると、毎年度、予算と決算が大幅に乖離していることから、実績を踏まえ 

た予算策定を行う必要性 

 

谷田川元君（立憲） 

 

（１） 慢性腎臓病(ＣＫＤ) 

   ア 早期発見・早期治療のために、血清クレアチニン値検査を一般健康診断の検査項目に速やかに追

加する必要性 

   イ 腎臓移植の診療報酬が担当した医師に十分支払われているか、関係者に対して実態調査を行う必

要性 

（２） 都道府県教育委員会における教員出身者 

   ア 教育委員会に出向する教員の学校現場における評価 

   イ 教員が教育委員会に出向すると給料が減額されることについて、士気の低下を招くおそれに対す

る文部科学大臣の見解及び実態調査を行う必要性 

   ウ 「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」の改正により教職調整額が

10％となった場合、教育現場の教員と教員出身の教育委員会職員との年収差拡大への対策を講じる

必要性 

   エ 教員が不足していることから、優秀な教員を教育委員会から学校現場へ戻す必要性 

（３） 令和６年６月に公表された「令和５年度学校給食実施状況等調査」の結果を５年８月時点で概略で

も報告しなかったことに対する文部科学大臣の見解  

 

中司宏君（維新） 

 

（１） 米価高騰の原因及び備蓄米放出等の一連の対応策に対する検証状況 

（２） 予備費 

   ア 近年の予備費の巨額計上及びその常態的な運用と財政規範や財政民主主義に対する財務大臣の見

解及び憲法の趣旨にのっとった予備費へ再構築する必要性 

   イ 予見可能な政策的支出である定額減税に予備費を使用したことについての財務大臣の見解 

   ウ 災害復興支援は予備費ではなく、国会で議論される補正予算を編成し対応すべきことについての

財務大臣の見解 

   エ 予備費における多額の不用額の発生及び特定目的予備費の使途変更についての財務大臣の見解 

   オ 会計検査院の報告書「予備費の使用等の状況に関する会計検査の結果について」（令和５年９月）

を踏まえ、予備費の会計検査を毎年継続する必要性についての会計検査院長の見解 

 

臼木秀剛君（国民） 
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（１） ＡＬＰＳ処理水の海洋放出に伴う「水産業を守る」政策パッケージ 

ア 同政策パッケージの内容及び効果 

イ 中国当局の水産物の輸入規制に対する予見可能性の有無 

ウ 同政策パッケージにおける予備費の使用についての財務大臣の見解 

（２） 災害後の「観光復興」の予備費使用 

ア 予備費を活用した能登半島地震後の「観光復興」における支援内容 

イ 「観光復興」に対する支援の今後の姿勢 

ウ 「観光復興」に対する支援を予算編成で措置することについての財務大臣の見解 

 

志位和夫君（共産） 

 

大企業に対する法人税の引上げ 

   ア 政府における「公平な税負担」についての認識 

   イ 大企業の担税力についての財務大臣の認識 

 

鈴木敦君（参政） 

 

  定額減税・給付等に係る効果測定 

   ア 税制に対する効果測定を恒久的に行うための制度設計の必要性についての財務大臣の見解 

   イ 予備費を活用した「水産業を守る」政策パッケージの効果についての財務大臣の見解 

 

河村たかし君（保守） 

 

（１） 能登半島地震に対する予備費での予算措置額及びその妥当性に関する財務大臣の見解 

（２） 能登半島地震対応を含む日本経済の活性化のために日本銀行の当座預金を活用する必要性に関する 

財務大臣の見解 

 

 


